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75歳

以
上

の
後

期
高

齢
者

医
療

制

度
は
、

導
入

時
、

最
大

７
割

の
軽

減
措

置
を
、
さ

ら
に
、
最
大
９
割
ま
で

軽
減
。

こ
の
特

例
を

「
現

役
世

代
と

の
負

担
の

公
平
化

」
の

名
で

、
来

年
４

月
か

ら
段

階
的
に

廃
止

し
よ

う
と

し
て

い
ま

す
。

保
険
料

は
上

表
の

よ
う

に
、

こ
れ

ま
で

の
２
～

10倍
に
あ
が
り
ま
す
。
 

 
医
療

費
負

担
の

月
額

上
限

を
定

め
る

「
高
額
療

養
費
制
度
」
で
は
、
来

年
８
月

か
ら

一
定

以
上

の
収

入
の

あ
る

70歳

以
上
を

対
象

に
負

担
額

を
引

き
上

げ
、

療
養

病
床

に
入

院
す

る

65歳
以

上
の

居
住
費
（

水
光
熱
費
）
も
値
上
げ

で
す
。

国
は
、

高
齢

化
な

ど
に

よ
る

社
会

保
障

費
の
自

然
増

を
１

４
０

０
億

円
削

減
し

て
５
０

０
０

億
円

に
圧

縮
す

る
医

療
・

介
護
の

大
負

担
増

・
給

付
減

計
画

を
す

す
め
て

い
ま
す
。
 

 
消
費

税
増

税
な

ど
で

暮
ら

し
が

大
変

に
な

る
中

、
保

険
料

を
払

え
な
い

高
齢

者
の

人
数

は
高

止
ま

り
し

て
お
り

、
滞

納
で

短
期

保
険

証
に

な
っ

た
人
は

増
加

傾
向

と
、

継
続

的
に

医
療

に
か
か

れ
な

く
な

る
事

態
が
広

が
っ
て
い

ま
す
。
 

 
小

林
議

員
は
改

悪
の

影
響

を
質

問
。

部
長

は
「

保
険

料
軽

減
特

例
の
廃

止
が
 

    
東
日

本
大

震
災

で
は

、
釜

石
港

の
岸

壁
に

、
大

型
貨

物
船

が
防

潮
堤
を

破
壊

し
て

乗
り

上
げ

ま
し

た
。

東
海
第

２
原

発
の

立
地

に
つ

い
て

、
大

型
船
が

出
入

り
す

る
重

要
港

に
は

さ
ま

れ
て
い

る
こ

と
を

指
摘

し
、

津
波

で
操

縦
不
能

に
な

っ
た

大
型

船
の

破
壊

力
は

、
防
潮

堤
も

建
屋

も
壊

し
て

し
ま

う
こ

と
を
想

定
し

て
い

る
か

と
、

11月
開

催
の
事

業
者
に

よ
る

住
民

説
明

会
で
、

参
加

者
か

ら
質

問
が

あ
り

ま
し

た
。
説

明
会

で
は

ケ
ー

ブ
ル

の
難

燃
性

の
問
題

な
ど

、
安

全
性

を
疑

問
視

す
る

質
問
が

、
多

数
出

さ
れ

て
い

ま
し

た
。
小

林
議

員
は

住
民

の
声

を
紹

介
し

、
東

海
第
２

原
発

は
再

稼
働

さ
せ

て
は

な
ら

な
い
こ

と
に

つ
い

て
、

市
の

見
解

を
質

問
。
部

長
が

答
弁

し
ま

し
た

が
、

再
稼

働
に
つ

い
て

の
市

の
賛

否
の
態

度
は
述
べ

ま
せ
ん

で
し
た

。
 

     
所

得
税
法

第

56条
は

、
自

営
業
者
や

農
業

従
事

者
の

妻
や

息
子

と
い
っ

た
家
 

実
施
さ

れ
た
場

合
、

74歳
ま
で
専

業
主

婦
な
ど

で
扶

養
家
族
だ

っ
た
方

の
軽

減

が
９

割
か

ら
５

割
に

さ
れ
る

と
、

８
月

現
在

の
被

保
険

者
数

２
７
、

８
４
３

人

の
う
ち

、約
２
千

人
が

影
響
を
受
け
る

」

な
ど

と
答
弁

し
ま
し

た
。小

林
議

員
は

、

短
期
保

険
証
交
付

数
が

、
県

は
全

国
３

位
（
１
、
０

１
０

人
）
で
あ
る
こ

と
や
、

医
療
機
関
側

か
ら

見
て
患
者

の
経
済

的
 

    
そ

の
他

、
日
立

市
広
域
避

難
計

画
に

つ
い

て
質

問
。
屋
内
退
避
と

子
ど

も
の

迎
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

つ
い

て
部

長
は

「
事
故
発
生
後
、放
射
性

物
質
が
放

出
す

る
前

の
早

い
段

階
で
生
徒
等

の
保

護
者

へ
の

引
き
渡

し
を

開
始

で
き

る
よ

う
、

今
後
学
校

な
ど
の
協
力

を
得

な
が

ら
、

具
体
的

な
検
討
を
行

う
」

な
ど

と
答

弁

し
ま

し
た

。
 

              族
の

働
き
分

を
必

要
経

費
と
認

め
て

い

ま
せ

ん
。
た
だ
し

、
青
色
申
告

を
選
 
↗
 

理
由

に
よ

る
治

療
中
断

が
あ

っ
た

か
な

ど
の
受
診

実
態
調
査

を
お

こ
な

っ
た

保

険
医
団
体
連

合
会

が
、
県
内

で
、
半

年

間
に

あ
っ

た
と
回

答
し

た
医

療
機
関

が

32％
と

公
表

し
て
い

る
こ

と
を

紹
介

。

軽
減

特
例

の
継

続
を
訴

え
ま

し
た

。
治

療
中
断

で
は

、
特

に
自
覚

的
症
状

の
乏

し
い
生
活
習
慣

病
が

多
く

、
健
康
寿
命

を
縮

め
る

改
悪
は

中
止

す
べ

き
で

す
。
 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

↘
 択

す
れ
ば
必

要
経

費
と

し
て
認

め

ま
す

。
青
色
申
告

を
選
択

し
な
い

（
白

色
申
告

）
場

合
は

、
家
族

の
所

得
が

合

算
し

て
計
算

さ
れ

納
税
義
務

者
の
課

税

が
多

く
な

っ
た

り
、
交
通
事
故
に

あ
っ

た
場

合
の
補
償

が
専

業
主
婦

よ
り
低

い

な
ど

の
問

題
が

あ
り
ま

す
。

こ
う

し
た

個
人
事

業
者
に
差
別
的

な
第

56条
は
、

全
国

の
自
治
体

な
ど

か
ら

廃
止

の
意

見

書
が

出
さ

れ
て

も
、
見

せ
し

め
の

よ
う

に
残

さ
れ

て
き
ま

し
た

。
 

 
小

林
議

員
は

市
内
の
申
告

の
状
況

を

質
問

。
市
内

で
も

２
０

５
人

が
白
色
申

告
だ

と
い

う
こ
と

で
す

。
 

 
３

月
に

国
連
女

性
差
別
撤

廃
委
員

会

が
こ

の
所

得
税

法
の

見
直
し

を
提
起

し

ま
し

た
。

家
族
経

営
に

お
け

る
女

性
の

経
済
的
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト

を
促
進

す

る
た

め
と

し
て

い
ま
す

。
働

き
分

が
認

め
ら
れ

な
い
た

め
に
、「

一
人

の
人
間

と

し
て

社
会

的
に

も
経
済

的
に

も
自

立
で

き
ず

、
人
権

が
認

め
ら

れ
て

い
な

い
」

第

56条
は

廃
止

す
べ

き
で

す
。
市
の

見

解
を

質
問

。
部

長
は
「

国
の

第
４
次
男

女
共
同

参
画
基

本
計

画
に

お
い
て
課

題

と
な

っ
て

い
る

。
国
の
動

向
を

見
守

り

た
い
」

と
答
弁

し
ま
し
た

。
 

日立市議会１２月定例会 

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
特
例
軽
減
 

の
廃
止
で
保
険
料
は
２
～

10倍
に
 

 
日

立
市

議
会

平
成

28年
度

第
４

回
定

例
会

が

12月
１

日
か

ら

16

日
ま

で
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
一

般
質

問
で

は
大

曽
根

議
員

が
、

(1)臨
港

消
防

署
、

久
慈

、
大

沼

出
張

所
の

統
合

に
つ

い
て

(2)ひ
た

ち
Ｂ

Ｒ
Ｔ

と
ま

ち
づ

く
り

に
つ

い
て

(3)子
ど

も
の

交
通

事
故

対
策

と
歩

行
者

用
信

号
の

設
置

に
つ

い
て

(4)図
書

館
行

政
に

つ
い

て
、

小
林

議
員

が
、

(1)後
期

高
齢

者
医

療
制

度
保

険
料

軽
減

特
例

の
廃

止
に

つ
い

て

(2)所
得

税
法

第

56条

に
つ

い
て

(3)日
立

市
広

域
避

難
計

画
に

つ
い

て
、

質
問

を
お

こ
な

い

ま
し

た
。

 

 
主

な
議

案
は

、
小

中
学

校
の

ト
イ

レ
洋

式
化

等
工

事
な

ど
の

補
正

予
算

や
、

市
職

員
の

給
与

改
定

で
配

偶
者

の
扶

養
手

当
の

見
直

し
、

ま
た

、
樫

村
元

市
長

の
「

市
名

誉
市

民
」

選
定

、
教

育
委

員
会

の
教

育
長

任
命

な
ど

で
、

日
本

共
産

党
は

賛
成

し
ま

し
た

。
 

 
〈夫婦二人世帯の夫の場合の保険料〉 

１．年金が年 80万円未満の人 

  軽減は   9割 → 7割 3,950円／年 → 11,850円／年 

２．年金が年153万円未満の人 

  軽減は  8.5割 → 7割 5,925円／年 → 11,850円／年 

３．後期高齢者になるまで健康保険や共済の扶養家族だった人 

  軽減は   9割 → 5割 これまでの5倍に！ 

        ３年目以降全額負担で10倍以上に！ 

東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
中
止
を
！
 

差
別
的
な
所
得
税
法
 

第

56条
は
廃
止
を
 

東海第２原発 

小
林

議
員

の
一

般
質

問
 



 

茨城北部地区委員会メールアドレス ibahoku@jcp-net.jp 

      
臨
港

消
防
署
、
久
慈

出
張

所
、

大
沼

出
張
所

が
老
朽

化
し
耐

震
基
準

を
満

た

さ
な
い
こ
と
な
ど
で
、（
仮
称

）
南
部

消

防
署
と

し
て
移
転
統

合
す
る

計
画

が
示

さ
れ
ま
し
た
。
消
防
庁
の
「
整
備

指
針
」

に
照
ら

し
て

、
統

合
は

消
防

力
の
低
下

が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
 

 
消
防
長
 「
三
施
設
は
老
朽

化
が
著
し

い
。
同

時
に

国
の
基
準

が
示

す
管
轄
区

域
が
重

な
り

合
っ

て
い

る
の

で
、

一
カ

所
に
統

合
し

、
効
率

的
で
ス
リ
ム

な
質

の
高
い

消
防
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

を
目
標

に
掲
げ
て
検
討

し
て
い

ま
す
」
 

 
消

防
職
員
体

制
は

、
現
在

、
国
が
示
 

     
○
 第

Ⅰ
期
区

間
 

 
久
慈

お
さ

か
な
セ
ン
タ

ー
か
ら

大
甕

駅
間
約
３
・
２

kmの
う
ち
１
・
３

kmを

バ
ス
専
用
道
路

に
整
備

し
て

現
在
往
復

68便
で
運
行

し
て
い
ま

す
が
、通
勤
通

学
の
利
用

者
か
ら
は「
便
利

に
な
っ
た
」

と
喜
ば

れ
て

い
ま

す
。

し
か

し
少

し
離

れ
た
行
戸

な
め

ど地
区

の
住
民

か
ら
は

「
利
用

で
き
な

い
。
何
便

か
は
行
戸

地
区

を
回

っ
て
ほ
し
い
」
と
声
が

あ
り
ま
し
た
。
 

 
現
在

の
利
用

者
約
５

２
０

人
、

１
便

あ
た
り

８
人

。
昼
間

は
利
用

者
数

が
少

な
い
。
更
な

る
利
用
促
進

に
つ
い

て
ど

の
よ
う

に
取

り
組

ん
で

い
る

の
か
伺

い
 

     す
基
準
数
 

３
４
１
名
 

に
対
し
て
 

２
９
２
名
 

で

49

 名
 

不
足
し
て
 

い
ま
す
。
 

 
移
転
統

合
で
の

さ
ら

な
る

削
減

は
や

め
る
べ
き
で
す
。
 

 
消

防
長
 「
慎

重
に
検
討

し
て

い
き

ま
す

」
 

 
高

齢
化
が
進
展

し
、

ま
た

、
災
害

が

多
発

傾
向
に

あ
り

ま
す

。
消

防
力

の
強

化
を
求
め
ま
し
た
。
 

    た
い

。
 

 
都

市
建
設
部
長
 「
ひ
た
ち
Ｂ
Ｒ
Ｔ
サ

ポ
ー
タ

ー
ズ
ク
ラ

ブ
を

中
心

に
利
用
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
 

 
○
 第

Ⅱ
期
区

間
 

 
大
甕
駅

か
ら
常
陸

多
賀
駅
間

を
約

40億
円
で
整
備

中
で
す
。利
用

者
一
日

平
日

２
４

０
０

人
を

想
定

し
て

い
る

が
、
そ
の
根
拠

は
？
 

 
都

市
建

設
部

長
 「

平
成

13年
に
県

が
お

こ
な
っ

た
パ

ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査
を
根
拠

に
推
計
し
た
」
 

 
○
 第

Ⅲ
期
区

間
 

 
常
陸

多
賀
駅

か
ら
日

立
駅
間

に
つ

い

て
は
、
今
年
３
月
議
会

の
答

弁
で

「
検

討
委
員

会
か

ら
は

、
中
央
線

を
経
由

す

る
ル
ー
ト
が
望
ま

し
い

と
の
提
案

を
受

け
て
い

る
が

、
利
用

者
の
確

保
、
専
用

道
路
用

地
確

保
の

難
易

度
な

ど
の
詳
細

検
討

を
お
こ
な
う
」と

答
え
て
い

ま
す
。

ル
ー
ト

は
現
在
未

定
の
よ
う
で

す
。
 

 
ど
の

ル
ー
ト
を
採
用

し
て

も
専
用
道

路
の
整
備

に
は
鮎
川
へ

の
橋
梁

や
用

地

の
確
保

な
ど
膨
大

な
事

業
費

と
事

業
期

間
が
必

要
と

な
り

ま
す

。
専
用
道
路

で

は
な
く

、
バ
ス
停

や
交
差
点

、
道
路

の

改
良
の
積
み

重
ね

で
進

め
る

べ
き

と
考

え
ま
す

。
 

 
都
市

建
設
部
長
 「
そ
れ
ぞ
れ

の
ル
ー

ト
案

の
、
長

所
短

所
な

ど
比
較

し
な

が

ら
検
討

を
し
て
い
る
」
 

○
 Ｂ

Ｒ
Ｔ

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
 

 
ひ
た
ち
Ｂ
Ｒ
Ｔ

を
生

か
し

た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め

る
基

本
的

な
方

向
性

、
施

策
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
①
拠
点
等
へ

の

生
活
利
便

施
設
の
集
積
、
②
沿
線
へ

の

住
み
替

え
支
援

な
ど

10項
目
挙

げ
ら

れ
て
い

ま
す
。
 

 
こ
の
方
向

性
は

、
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計

画
で
進
め

ら
れ

て
い

る
パ

ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業

で
、

地
域

と
事

業
者

と
行
政

が
協

力
し

て
、

住
み

な
れ

た
地

域
で
い

つ
ま

で
も
生
活

で
き

る
よ

う
に

バ
ス
路
線

を
維
持

し
て

い
こ

う
と

す
る

方
向
に
相
反

し
て
い
ま
す
。
 

 
都
市

建
設
部
長
 「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
沿
線
へ

の

定
住
促
進

に
む
け

、
居

住
機

能
や
生
活

利
便

施
設
の
集
積

を
図

り
、
利
便

性
の

高
い
公
共
交
通

の
構
築

を
進

め
る

も
の

で
す
」
 

 
詳
細

明
示
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
 

     
交
通

事
故
総

合
分
析
セ
ン
タ
ー

の
調

査
で

は
、
歩
行

中
の
交
通
事
故
で
死
傷

者
が

一
番
多
い

の
が
７

歳
児

で
す

。
 

 
日

立
市

で
は

平
成

27年
度

発
生
件

数
７
２
６
件

、
死
亡

７
人

は
全
員

高
齢

者
で

し
た

。
負
傷

者
９
６

５
人

中
７

歳

児
は
何

人
で

し
ょ

う
か

。
あ
わ
せ

て
小

学
１

年
生
に

対
す

る
交
通
安

全
教
室

の

取
り
組
み
に

つ
い
て

お
聞

き
し

ま
す
。
 

 
教

育
部

長
 「

負
傷
者

は
２
名

で
す
。

本
市

で
は
交
通

指
導
員

を
５

人
配

置

し
、
心
身

の
発
達

段
階

に
応
じ
て

、
歩

き
方
な

ど
の

実
技

指
導

・
講
話
に

よ
る

交
通

安
全
教
室

を
実

施
し
て

い
ま
す
」
 

 歩
行

者
用
信
号

の
設
置

を
  

 

11月

24日
朝

、
登
校

中
の
小
学

１

年
生
が
交
差
点
で

事
故

に
あ

っ
た

が
、

住
民

か
ら

「
小
学
生

が
安
心

し
て
渡

れ

る
よ

う
、
歩
行

者
用
信
号

の
設
置

」
を

求
め

ら
れ
ま

し
た

。
通
学
路

の
交
差
点

で
未
設

置
の

と
こ
ろ
は

、
早
急

に
設

置

で
き

る
よ

う
働

き
か
け

を
強

化
す

べ
き

で
す
。
 

          

     
教
育

部
長
 「
県
公

安
委
員
会

に
対
し

こ
こ

５
年
間

に
７
箇

所
を
要
望

し
、

こ

れ
ま

で
に
２
カ

所
設
置

で
き
た

」
 

 
こ

ん
な
遅

い
改
善
速

度
で

は
子

ど
も

の
命

は
守

れ
ま
せ

ん
。

事
故

が
起

き
て

か
ら
で

は
遅

い
の

で
す

。
市

と
し

て
県

公
安
委
員
会

に
歩
行

者
用
信
号

の
設

置

を
さ
ら
に
強

く
求
め

る
べ
き

で
す
。
 

     
政
府

の
推
進
す

る
地
方
行
革
の

な
か

の
指
定
管
理

者
制

度
導

入
で

、
図
書
館

に
つ
い

て
、
昨
年

か
ら
推
進

の
動

き
が

強
ま
っ
て

い
ま
す

。
 

 
日
本
図
書
館
協

会
は
、「

公
立
図
書
館

は
住
民

が
持

っ
て

い
る
基
本

的
な
権
利

に
応
え

る
た

め
に

、
地
方
公
共
団
体

が

設
置
し
運
営

す
る
図
書
館

で
あ

り
、
乳

幼
児

か
ら

高
齢

者
ま

で
、
住

民
す

べ
て

の
生
涯

に
わ

た
る

、
自
己
教
育

に
資

す

る
と

と
も

に
�

（
中
略

）
�

公
立
図
書

館
は

、
住

民
の
生
活

・
職

業
・
生
存

と

精
神

的
自
由

に
深

く
関
わ
る
機
関

で
あ

り
、
地
方
公
共
団
体

が
直
接
管
理
運

営

す
る
こ
と

が
重
要

」と
述

べ
て
い

ま
す
。

図
書
館
に

指
定
管
理

者
制
度（

民
営

化
）

は
な
じ
ま

な
い
と
考

え
ま
す

。
 

 
行
財
政

改
革
大
綱
（

第
７
次
計

画
）

の
素
案

に
「

導
入
検
討

」
と

あ
り

ま
す

が
、
ど

の
よ

う
な
考
え

か
お
聞
き

し
ま

す
。
 

 
教
育

部
長
 「
将
来
を

見
据
え
た
図
書

館
の

あ
り
方

の
一

つ
と

し
て

、
導

入
検

討
を
盛

り
込
ん
だ

と
こ
ろ

で
す
」。

 

 
図
書
館

の
管
理
運

営
は

、
政
府

の
い

う
方

向
で

な
く
、

住
民

自
治

の
立

場
で

市
直

営
を
守
る

べ
き
で

す
。
 

 
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
 

 
 
請

願
・
陳
情
  

 ○
所

得
税

法
第

56条
廃

止
を

求
め

る

意
見

書
採

択
に
関

す
る
請
願
 

提
出

者
：

日
立

民
主
商
工
会
婦
人
部

。

不
採
択
。

日
本
共
産
党

の
み

賛
成

。
 

○
「

後
期

高
齢

者
の

保
険

料
軽

減
特

例

の
継

続
を

求
め

る
意

見
書

」
の

提
出

を

求
め
る

請
願
 

提
出

者
：
茨
城
県

社
会

保
障
推
進
協
議

会
。
不
採
択
。
日

本
共
産
党

の
み

賛
成

。 

○
「

高
額

療
養
費

」「
後

期
高
齢
者
の

窓

口
負

担
」

の
見

直
し

に
あ

た
り

、
現

行

制
度

の
継

続
を

求
め

る
意

見
書

の
採

択

を
求
め

る
請
願
 

提
出

者
：
茨
城
県

保
険

医
協

会
。

不
採

択
。
日

本
共
産
党

の
み

賛
成

。
 

○
私

学
の

保
護

者
負

担
軽

減
と

教
育

条

件
改
善

の
た
め

の
陳

情
 

提
出

者
：
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園

。
全

会
一
致

で
採
択
。
 

○
奨

学
金

制
度

の
改

善
と

教
育

費
負

担

の
軽

減
に

関
す

る
意

見
書

の
採

択
を

求

め
る
請

願
 

提
出

者
：
茨
城
県
連
合

会
県
北
地
域
協

議
会
。

全
会
一
致

で
採
択

。
 

○
南

部
地

域
に

火
葬

場
を

整
備

す
る

こ

と
に
関

し
て
の

陳
情
 

提
出

者
：
久
慈
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
会
。

全
会
一
致

で
継

続
審
査
。
 

高
齢

化
の

進
展

・
災

害
多

発
 

消
防
力
の
強
化
を
 

図
書
館
の
管
理
・ 

運
営
は
市
直
営
で
 

ひ
た

ち
Ｂ

Ｒ
Ｔ

第
Ⅲ

期
区

間
 

専
用
道
路
整
備
で
な
く
改
良
で
 

歩
行
中
の
交
通
事
故
、
 

７
歳
児
が
最
も
多
い
 

大
曽

根
議

員
の

一
般

質
問

 

やっと付いた歩行者用信号↑=久慈町 

年 火災発生件数 救急出場件数

平成23年 69 7,927

平成24年 73 8,005

平成25年 57 7,830

平成26年 66 8,240

平成27年 61 8,357

日立市の火災発生・救急出場 件数


